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板倉町紋章
板倉（いたくら）の「い」の１
字を模様化したもので、両方か
ら、平均した力で抱え合い、全
体の調和をとり１つの輪をなし
ている。「わ」は和に通じ円満、
平和の意を内に含み清純な感じ
を表現している。

町制施行70周年記念ロゴマークを制作しました
　町制施行70周年を迎えるにあたり、ロゴマークを
制作しました。このロゴマークを記念事業などで活
用し、町制施行70周年を盛り上げていきます。

【コンセプト】
　70周年の７は、今までの町の歴史に対する誇りと
今後の希望を表すフラッグ（旗）をモチーフとしま
した。70周年の０は、町のシンボルである町紋章
といたくらんで表現しました。水、緑、渡良瀬遊水
地をイメージしたラムサールカラーをファーストカ
ラーとしましたが、さまざまなカラーリングを用意
することで、今後の未来の可能性や多様性を表現し
ていきます。

　町制施行70周年記念の名称を付して、団体など
が自主的に実施をする冠事業を募集します。冠事
業として承認されると、「町制施行70周年記念事業」
という冠名称、ロゴマークの使用、記念品の提供
を受けることができます。
　冠事業承認申請書は、町ホームページおよび企
画財政課企画調整係で配布しています。

対象事業　令和７年２月１日から令和８年１月31
日までに行う、広く町民を対象とした事業
申込み　冠事業承認申請書に必要事項を記入し、
役場企画財政課企画調整係に提出してください。
申込期限　令和７年12月19日（金）
問合せ　企画財政課企画調整係
８２－６１２５

町制施行70周年記念を一緒に盛り上げませんか？
冠事業を募集します。

町制施行70周年記念事業を実施します
通
年

12
月

10
月

９
月

８
月

６
月

５
月

４
月

２
月

・
70
周
年
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

・
町
民
教
養
講
座

・
町
民
体
育
祭

・
福
祉
ま
つ
り

・
町
民
文
化
祭

・
東
武
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ

・
板
倉
ま
つ
り

・
町
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

・
町
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典

・
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
発
行

・
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ー
ト

・
広
報
い
た
く
ら
２
月
号
（
70
周
年

記
念
号
）
発
行

町
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業
一
覧
（
予
定
）

　

町
制
施
行
70
周
年
を
記
念
し
、
令
和
７
年
２

月
１
日
か
ら
令
和
８
年
１
月
31
日
ま
で
の
期
間

に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、

期
間
中
に
新
た
な
事
業
の
追
加
や
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

町の花　サクラ

町の鳥　ヒバリ

町の木　モクセイ

板倉町民憲章
わたくしたちは、光と水と緑につつまれた美しい板倉町の自然と、
先人のたゆまぬ努力と英知で築かれた歴史や伝統を後世に伝え、
信頼と協調のうえに、町民としての誇りを抱き、希望にみちた活
力あふれる町づくりをすすめる指標として、ここに町民憲章を定
めます。

一、みどり豊かな自然を愛し美しい町をつくります
一、きまりを守り教養を高め文化のかおる町をつくります
一、元気で働き産業をおこし豊かな町をつくります
一、助けあい励ましあってしあわせな町をつくります
一、明るい家庭を中心に希望にみちた町をつくります

２月１日(土)２月１日(土)
板倉町は町制施行70周年板倉町は町制施行70周年
を迎えましたを迎えました

板倉町長　小野田富康板倉町長　小野田富康板倉町長　小野田富康

　板倉町は昭和30年２月１日に西谷田村・海老瀬村・大箇野村・伊奈良　板倉町は昭和30年２月１日に西谷田村・海老瀬村・大箇野村・伊奈良
村の４村が合併して誕生しました。令和７年２月１日で町政70周年の節村の４村が合併して誕生しました。令和７年２月１日で町政70周年の節
目を迎え、人々の暮らしや町の様子も変化しましたが、この記念すべき目を迎え、人々の暮らしや町の様子も変化しましたが、この記念すべき
年を町民の皆さまとお祝いするとともに、これからも板倉町は魅力ある年を町民の皆さまとお祝いするとともに、これからも板倉町は魅力ある
町を目指していきます。町を目指していきます。

　板倉町は昭和30年２月１日に西谷田村・海老瀬村・大箇野村・伊奈良
村の４村が合併して誕生しました。令和７年２月１日で町政70周年の節
目を迎え、人々の暮らしや町の様子も変化しましたが、この記念すべき
年を町民の皆さまとお祝いするとともに、これからも板倉町は魅力ある
町を目指していきます。

２月１日(土)
板倉町は町制施行70周年
を迎えました
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昭和33年 旧役場庁舎完成 ②

年表で振り返る板倉町　昭和30年～平成26年

昭和30年 ２月１日板倉町誕生 ①

昭和41年 旧八間樋橋完成

昭和55年 東小・西小新校舎完成

昭和57年 南小・北小新校舎完成

昭和58年 海洋センター完成

昭和61年 群馬の水郷オープン

平成元年 総合老人福祉センターオープン
東部公民館完成

平成６年 板倉ニュータウン建設工事起工式

平成９年
板倉東洋大前駅開設 ③
東洋大学板倉キャンパス竣工式
板倉ニュータウン分譲開始

平成13年 わたらせ自然館オープン

平成18年 邑楽東部排水機場竣工式 ④

平成23年 利根川・渡良瀬川合流域の水場景観が
国の重要文化的景観に選定

平成24年 渡良瀬遊水地がラムサール条約湿地に登録 ⑤

平成26年 イメージキャラクター いたくらん決定

年表で振り返る板倉町　平成27年～令和７年

平成27年 60周年記念式典
健康づくりのまち宣言

平成28年

栃木市・板倉町・加須市三県境調印式
行政区再編
群馬東部水道企業団事業運営開始
館林市・板倉町合併協議会設置
八間樋橋開通 ⑥

平成29年
いたくらリサイクルセンターオープン
小中学校給食費無料化
板倉町PR大使を委嘱

平成30年
加須・板倉利根川新橋建設促進協議会設立
国道３５４号バイパス開通 ⑦
いたくらお知らせメール開始

平成31年
令和元年

館林市・板倉町合併協議会休止
役場新庁舎開庁 ⑧
防災ラジオ運用開始
台風19号上陸、避難指示発令

令和２年 小学校再編
役場ポンプ車班発足

令和３年 板倉町コミュニティバス南線運行開始

令和４年 役場庁舎イルミネーション点灯 ⑨
洪水時緊急避難場所整備 ⑩

令和５年
高校生相当世代の医療費無料化拡大
いたくらまち魅力発見バスツアー開催
いたくらまち子育て応援アプリスタート

令和６年
板倉町コミュニティバス北線運行開始
公立保育園・公立児童館建設検討委員会設立
小野田町政スタート

令和７年 町制施行70周年
公式LINEスタート

昭和42年 統合中学校校舎（現板倉中学校）竣工式

昭和53年 中央公民館完成

昭和56年 農村環境改善センター（現南部公民館）完成

①①

②②

③③

④④

⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦

⑧⑧

⑨⑨

⑩⑩

昭和59年 保健センター完成
板倉ゴルフ場オープン

昭和60年 産業振興館、農村婦人の家（現北部公民館）
完成
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確定申告書等
作成コーナー

動画で見る
確定申告

国税庁LINE
公式アカウント

期
限
内
に
申
告
を
し
ま
し
ょ
う

所
得
税
・
町
県
民
税
（
住
民
税
）

の
申
告
は
、
町
県
民
税
だ
け
で
な

く
、
給
付
金
な
ど
の
各
種
手
当
や

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
な
ど

の
算
出
基
礎
と
な
り
ま
す
。
忘
れ

ず
に
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

申
告
が
必
要
な
か
た

　

令
和
７
年
１
月
１
日
現
在
、
板

倉
町
に
住
ん
で
い
た
か
た
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

●
事
業
、
農
業
、
不
動
産
、
配
当

な
ど
の
所
得
が
あ
る
か
た

●
給
与
収
入
が
２
千
万
円
を
超
え

る
か
た

●
給
与
収
入
・
年
金
収
入
以
外
に

所
得
が
あ
る
か
た

●
令
和
６
年
中
に
退
職
し
て
、
年

末
調
整
を
し
て
い
な
い
か
た

●
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
、
19

〜
65
歳
で
、
無
収
入
の
か
た
（
町

内
在
住
者
の
扶
養
に
入
っ
て
い
る

場
合
は
除
き
ま
す
）

●
医
療
費
控
除
や
生
命
保
険
料
控

除
な
ど
を
申
告
し
て
、
所
得
税
の

還
付
を
受
け
た
い
か
た

町
で
の
申
告
が
不
要
な
か
た

●
税
務
署
で
所
得
税
の
確
定
申
告

を
す
る
か
た
（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
の

電
子
申
告
を
含
み
ま
す
）

●
収
入
が
給
与
の
み
で
年
末
調
整

が
済
ん
で
お
り
、
給
与
の
源
泉
徴

収
票
に
記
載
さ
れ
た
以
外
の
控
除

が
な
く
、
勤
務
先
が
給
与
支
払
報

告
書
を
町
へ
提
出
し
て
い
る
か
た

●
収
入
が
公
的
年
金
の
み
で
、
年

金
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
た

扶
養
・
社
会
保
険
料
以
外
の
控
除

が
な
い
か
た

申
告
に
必
要
な
も
の

①
収
入
が
確
認
で
き
る
書
類

　

給
与
・
年
金
・
退
職
金
な
ど
の

源
泉
徴
収
票
、
農
業
・
営
業
な
ど

の
収
支
内
訳
書
、
報
酬
の
支
払
調

書
な
ど

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
カ
ー
ド

を
お
持
ち
で
な
い
か
た
は
、マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類
と
、

運
転
免
許
証
な
ど
の
確
認
書
類
）

③
扶
養
し
て
い
る
か
た
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類

④
控
除
が
確
認
で
き
る
書
類

▼
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の
社
会

保
険
料
の
支
払
証
明
書

▼
医
療
費
控
除
の
明
細
書（
明
細

書
に
は
、
領
収
書
１
枚
ご
と
で
は

な
く
、医
療
を
受
け
た
か
た
別
、さ

ら
に
病
院
ま
た
は
薬
局
別
に
記
載

し
て
く
だ
さ
い
）、必
要
事
項
が
記

載
さ
れ
た
医
療
費
の
お
知
ら
せ
、

高
額
療
養
費
な
ど
の
補
て
ん
金
が

分
か
る
も
の
な
ど

※
医
療
費
の
領
収
書
は
自
宅
で
５

年
間
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
の

控
除
証
明
書

▼
身
体
障
害
者
手
帳
・
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
な
ど

▼
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
の
受

領
証
な
ど

⑤
還
付
と
な
る
か
た
は
、申
告
者
本

人
の
預
貯
金
口
座
が
わ
か
る
も
の

⑥
確
定
申
告
を
す
る
か
た
の
み
、

利
用
者
識
別
番
号
が
分
か
る
も
の

（
番
号
が
記
載
さ
れ
た
税
務
署
か

ら
の
通
知
書
や
は
が
き
）

問
合
せ　

住
民
税
係

82

－

６
１
２
７

◆収入なし
 ◆非課税収入のみ
（遺族年金、障害年金、
失業給付金など）

◆主に年金収入

◆主に給与収入

◆事業所得（農業、営業など）
◆不動産所得
◆雑所得
◆一時所得
◆利子所得
◆配当所得
◆総合譲渡所得

・町内に住む親族の税法上の扶養になっている

・税法上、誰の扶養にもなっていない
・町外に住む親族の税法上の扶養になっている

・ 年金収入のみで１４８万円（65歳未満は98万円）

以下である

・ 年金収入のみで１４８万円（65歳未満は98万円）
超、４００万円以下で所得控除を受ける

・ 年金収入が４００万円以下で、他の所得（２０
万円以下）がある

・年金収入のみで４００万円を超える

・ 年金収入以外の所得が２０万円を超える
  （年金収入額に関係なく）

・年末調整が済んでいる  （１か所からの給与のみ）

・給与収入以外の所得が２０万円以下である

・年末調整の内容に変更がある
・医療費控除を受ける
・新規に住宅借入金等特別控除を受ける
・年末調整が済んでいない
・給与収入が２，０００万円を超える
・ 年末調整済の給与収入以外の給与収入と、そ
の他の所得の合計が２０万円を超える

・所得金額より控除が多い場合
  （所得税が課税されない）

・所得金額より控除が少ない場合
  （所得税が課税される）

令
和
６
年
中
に
ど
ん
な
収
入
が
あ
り
ま
し
た
か

申告不要

住民税申告

確定申告

申告不要

住民税申告

住民税申告

確定申告

住民税申告

確定申告

確定申告

申告不要

住民税申告

◆譲渡所得（土地、建物など）
◆先物取引の雑所得
◆株式等の譲渡所得
◆上場株式などの配当所得
◆山林所得
※確定申告が不要な場合あり

い
い
え

い
い
え

はいはい

あなたに必要な申告を、フローチャートで確認してみましょう
・チャートにある年齢は、令和７年１月１日現在です

・ 納めすぎた所得税の還付を受ける場合は、フローチャートにかかわらず確定申告が必要です

２２ 1717 ３３ 1717月月 日日（月）（月）～～ 日日（月）（月）月月
（土・日、祝日は除く）（土・日、祝日は除く）

所得税・町県民税の申告相談を実施します所得税・町県民税の申告相談を実施します

税の申告税の申告

贈与税や消費税の相談は、
館林税務署へ。
問合せ　 ７２－４３７３

場　　所場　　所 役場３階大会議室　　　　　　　役場３階大会議室　　　　　　　

受付時間受付時間 午前９時～正午・午後１時～４時午前９時～正午・午後１時～４時
※整理券には限りがあるため、午後４時前に終了となる場合もあります。※整理券には限りがあるため、午後４時前に終了となる場合もあります。※整理券には限りがあるため、午後４時前に終了となる場合もあります。

＜上記の期間中でご都合の良い日にお越しください＞＜上記の期間中でご都合の良い日にお越しください＞

令
和
７
年
１
月
１
日
現
在
、

板
倉
町
に
住
ん
で
い
た

スタート

板
倉
町
へ
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

令
和
７
年
１
月
１
日
に
住
ん
で
い
た
市
町
村
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い

・青色申告をする
・令和６年中に営業や農業､不動産事業を始めた

　確定申告は、e-Tax・スマホ申告が便利です。マイナンバーカードとスマートフォン
（マイナンバー読取対応）があれば、確定申告書等作成コーナーを利用して確定申告を
行うことができます。
問合せ　e-Tax作成コーナーヘルプデスク　 ０５７０－０１－５９０１

　整理券は午前７時30分か
ら休日・時間外受付入り口で、
午前８時30分からは会場で
配布します。記載された時
間を目安に会場へお越しく
ださい。予定時間がずれる
ことがありますがご了承く
ださい。

申告相談は整理券
が必要です　　　

　館林税務署で申告する際は、入場整理券
の取得が必要です。
①当日に税務署で取得
②国税庁ＬＩＮＥ公式アカウントを通じた
　事前発行（10日前から２営業日前まで）

税務署で税務署で
確定申告確定申告
※役場では※役場では
申告相談で申告相談で
きません。きません。

税務署で
確定申告
※役場では
申告相談で
きません。
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腎
臓
ま
た
は
小
腸
の
機
能
に
障

害
の
あ
る
か
た
が
、
そ
の
症
状
を

軽
減
ま
た
は
除
去
す
る
た
め
に
医

療
機
関
へ
通
院
し
た
場
合
、
交
通

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者　

町
内
に
居
住
し
、
住
民

登
録
の
あ
る
か
た
で
、
次
の
全
て

に
該
当
す
る
か
た

○
腎
臓
機
能
障
害
ま
た
は
小
腸
機

能
障
害
の
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
か
た

○
医
療
機
関
に
通
院
し
、
人
工
透

析
ま
た
は
中
心
静
脈
栄
養
法
・
経

腸
栄
養
法
を
受
け
て
い
る
か
た

（
入
院
の
期
間
は
対
象
外
で
す
）

○
他
の
制
度
に
よ
り
、
通
院
交
通

費
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い
か
た

○
令
和
６
年
度
の
町
民
税
が
非
課

税
の
か
た

申
請
期
限　

２
月
28
日
㈮

申
請
に
必
要
な
も
の　

○
身
体
障
害
者
手
帳

○
対
象
者
名
義
の
通
帳

○
印
鑑

　

昨
年
度
、
腎
臓
機
能
障
害
者
等

通
院
交
通
費
補
助
金
の
交
付
決
定

を
受
け
た
か
た
に
は
、
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
。

　

そ
の
他
の
か
た
は
、
福
祉
課
で

申
請
書
を
受
け
取
り
、
医
療
機
関

で
証
明
を
受
け
た
後
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み　

社
会
福
祉
係

82

－

６
１
３
３

腎
臓
機
能
障
害
者
等
通
院
交
通
費

通
院
交
通
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

Ｊアラート
情報伝達試験

防災ラジオでも配信されます防災ラジオでも配信されます

２月12日２月12日（（水水））午前11時午前11時

　地震、津波、武力攻撃などの　地震、津波、武力攻撃などの

発生時に備えた、全国瞬時警報発生時に備えた、全国瞬時警報

システム（Ｊアラート）の試験システム（Ｊアラート）の試験

放送が、防災ラジオなどを通じ放送が、防災ラジオなどを通じ

て行われます。受信確認をお願て行われます。受信確認をお願

いします。いします。

問合せ問合せ　安全安心係　安全安心係

８２－６１２３８２－６１２３

　

特
定
疾
患
等
の
患
者
ま
た
は
そ

の
保
護
者
に
対
し
、
見
舞
金
を
支

給
し
ま
す
。

対
象　

町
内
に
居
住
し
、
住
民
登

録
の
あ
る
か
た
で
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
か
た

○
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受

給
者
証
を
お
持
ち
の
か
た

○
小
児
慢
性
特
定
医
療
費
医
療
受

給
者
証
を
お
持
ち
の
か
た
、
ま
た

は
児
童
の
保
護
者

支
給
額　

月
額
３
，０
０
０
円

申
請
期
限　

２
月
28
日
㈮

申
請
に
必
要
な
も
の

○
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受

給
者
証
ま
た
は
小
児
慢
性
特
定
医

療
費
医
療
受
給
者
証

○
対
象
者
名
義
の
通
帳

問
合
せ
・
申
込
み　

社
会
福
祉
係

82

－

６
１
３
３

特
定
疾
患
患
者
等
見
舞
金

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

対
象
者　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
在
宅
の
か
た

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
の

交
付
を
受
け
て
い
る
か
た

②
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
か
た

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
か
た

※
①
〜
③
に
該
当
し
て
も
自
動
車

税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
の
減
免
を

受
け
て
い
る
場
合
は
対
象
外

④
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

※
隣
接
し
た
敷
地
を
含
む
同
一
敷

地
内
に
家
族
が
住
ん
で
い
る
場
合
、

二
世
帯
住
宅
の
場
合
は
対
象
外

⑤
18
歳
未
満
の
児
童
が
い
る
母

子
・
父
子
家
庭
世
帯

※
④
、
⑤
に
該
当
し
て
も
四
輪
自

動
車
を
所
有
し
、
か
つ
、
運
転
で

き
る
か
た
が
い
る
世
帯
は
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

⑥
70
歳
以
上
で
自
動
車
免
許
を
自

主
返
納
し
た
か
た

交
付
枚
数

①
〜
⑤
の
場
合

１
世
帯
に
つ
き
年
間
48
枚
（
１
枚

５
０
０
円
）

⑥
の
場
合

２
年
間
で
24
枚
（
１
枚
５
０
０
円
）

申
込
み　

介
護
高
齢
係
ま
た
は
お

住
ま
い
の
地
区
の
民
生
委
員
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

介
護
高
齢
係

82

－

６
１
３
５

　

令
和
６
年
１
月
１
日
〜
12
月
31

日
の
間
に
締
結（
設
定
）さ
れ
た
農

地
の
賃
借
料
水
準（
10
ａ
当
た
り
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
平
均
額 

８
，９
０
０
円

○
最
高
額 

１
５
，０
０
０
円

○
最
低
額 

３
，０
０
０
円

○
集
計
デ
ー
タ
数 

５
５
６
件

※
金
額
は
算
出
結
果
を
切
り
捨
て
、

１
０
０
円
単
位
と
し
て
い
ま
す
。

平
均
額
か
ら
±
70
％
を
超
え
る

デ
ー
タ
は
除
外
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

農
業
振
興
係

82

－

６
１
３
７

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
券

タ
ク
シ
ー
の
利
用
料
金
を
助
成
し
ま
す

農
地
の
賃
借
料
情
報

昨
年
の
平
均
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

在
宅
介
護
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

紙
お
む
つ
券
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者　

在
宅
で
生
活
し
、
紙
お

む
つ
な
ど
を
必
要
と
す
る
か
た

○
介
護
認
定
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
で

紙
お
む
つ
な
ど
が
必
要
な
か
た

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
判
定
ま
た
は
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
交
付

を
受
け
て
お
り
、
町
民
税
非
課
税

世
帯
に
属
す
る
か
た

※
他
制
度
に
よ
り
紙
お
む
つ
の
給

付
を
受
け
て
い
る
か
た
は
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

※
尿
取
り
パ
ッ
ド
、
リ
ハ
ビ
リ
パ

ン
ツ
の
購
入
に
も
使
用
で
き
ま
す
。

申
込
み　

介
護
高
齢
係
ま
た
は
お

住
ま
い
の
地
区
の
民
生
委
員
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

介
護
高
齢
係

82

－

６
１
３
５

大
人
用
お
む
つ

紙
お
む
つ
券
を
支
給
し
ま
す

　

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
実
施

に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら

善
意
で
寄
せ
ら
れ
た
募
金
を
は
じ

め
、
た
く
さ
ん
の
か
た
か
ら
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

該
当
す
る
か
た
へ
、
下
記
の
と

お
り
配
分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

社
会
福
祉
係

82

－

６
１
３
３

○
社
会
福
祉
協
議
会
総
務
係

82

－

３
９
０
０

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

心
温
ま
る
寄
附
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

収入 支出

一般募金 1,595,960 配分金 1,315,000

篤志募金 69,313 配分品 605,000

町支出金 300,000 諸経費 265,829

繰越金等 662,580 合計 2,185,829

合計 2,627,853 差額残金442,024円（次年度へ繰越）

単位：円

日時
３月１日（土）
午前10時～午後２時
場所
道の駅かぞわたらせ

三県境へのガイドツアー
１回目　午前11時
２回目　午後１時

※板倉町・加須市・栃木
市の物産販売、ご当地
キャラ登場などイベント
盛りだくさん。ぜひお越
しください。

三三  県県  境境
フェアフェア

問合せ　商工観光係
８２－６１３９

【入札結果】予定価格が250万円（税込み）を超えるものを掲載。全ての入札結果および詳細は、町ホームページに掲載しています。　問合せ　財政係 ８２－６１２６

執 行 日 件 名 場 所 予定価格（税抜） 最低制限価格
（税抜） 落札金額（税抜） 落 札 率 落 札 者

12月18日㈬ 令和６年度板倉町防災備蓄食料品等購入 旧北小学校
ほか 259万円 なし 220万円 84.9％ 星野総合商事㈱

12月18日㈬ 令和７年度～11年度
板倉町立小学校スクールバス運行管理業務委託 町内全域 1億9,967万円 1億3,075万円 1億5,380万円 77.0％ 館林観光バス㈱

　

令
和
６
年
12
月
17
日
㈫
、
公
益

社
団
法
人
日
本
下
水
道
管
路
管
理

業
協
会
と
災
害
時
に
お
け
る
復
旧

支
援
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
に
は
、
群

馬
県
お
よ
び
下
水
処
理
施
設
を
有

す
る
県
内
31
市
町
村
が
参
加
し
て

い
ま
す
。
こ
の
協
定
に
よ
り
災
害

で
下
水
道
管
路
が
損
傷
し
た
場
合

に
、
同
協
会
の
会
員
や
特
殊
車
輌

を
活
用
し
た
支
援
協
力
が
得
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

環
境
下
水
道
係

82

－

６
１
３
２

災
害
時
に
お
け
る
下
水
道
の
復
旧
支
援
協
力
に
関
す
る
協
定

協
定
を
締
結
し
ま
し
た

　

２
月
１
日
㈯
、
板
倉
町
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
町
の
情
報
を
発
信
し

ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
機
能

を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
友
だ
ち
追
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
友
だ
ち
追
加
方
法

○
二
次
元
コ
ー
ド

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
、
追
加
を
選
択

○
Ｉ
Ｄ
検
索

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
の
ホ
ー
ム

右
上
の
友
だ
ち
追
加
を
選
択

し
、
Ｉ
Ｄ
の
検
索
画
面
で

「
＠
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
．
ｉ
ｔ
ａ
ｋ
ｕ

ｒ
ａ
」
と
入
力
し
、
追
加
を

選
択

問
合
せ　

企
画
調
整
係

82
－

６
１
２
５

板
倉
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ス
タ
ー
ト

友だち追加は
こちら
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場
所　

館
林
土
木
事
務
所
大
会
議
室

※
原
案
に
意
見
の
あ
る
か
た
は
、

公
聴
会
で
公
述
が
で
き
ま
す
。
公

述
を
希
望
す
る
か
た
は
、
２
月
28

日
㈮
ま
で
に
、
公
述
申
出
書
を
群

馬
県
庁
都
市
計
画
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
群
馬
県
庁
都

市
計
画
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
公
述
人
が
い
な
い
場

合
は
、公
聴
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

計
画
管
理
係

82

－

６
１
５
１

○
群
馬
県
庁
都
市
計
画
課

０
２
７

－

２
２
６

－

３
６
５
４

　

家
族
な
ど
の
介
護
経
験
や
思
い

を
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。
言
葉
に

す
る
だ
け
で
気
持
ち
が
軽
く
な
っ

た
り
、
介
護
経
験
を
語
る
こ
と
で

誰
か
の
介
護
を
軽
減
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

日
時　

２
月
17
日
㈪　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

場
所　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
り
ん
ど

う
喫
茶
室

内
容　

介
護
に
関
す
る
経
験
や
思

い
を
語
る
グ
ル
ー
プ
で
の
フ
リ
ー

ト
ー
ク

対
象
者　

在
宅
介
護
に
関
心
の
あ

る
か
た
15
人

申
込
み
・
問
合
せ　

包
括
支
援
係

82

－

６
１
３
５

日
時　

３
月
８
日
㈯　

午
前
10
時

〜
午
後
４
時

場
所　

佐
野
プ
レ
ミ
ア
ム･

ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
内
遊
歩
道

内
容　

４
県
境
界
（
茨
城
県
・
栃

木
県
・
埼
玉
県
・
群
馬
県
）
地
域

の
自
治
体
の
物
販
や
ご
当
地
キ
ャ

ラ
登
場
な
ど
、
地
域
の
魅
力
を
紹

介
し
ま
す
。

問
合
せ　

商
工
観
光
係

82

－

６
１
３
９

　

人
形
劇
団
が
児
童
館
に
や
っ
て

き
ま
す
。
身
近
な
も
の
や
生
き
物

た
ち
が
主
人
公
の
３
つ
の
お
話
で

す
。
人
形
た
ち
が
く
り
広
げ
る
お

話
の
世
界
を
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
８
日
㈯　

午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

板
倉
町
児
童
館
（
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
）

対
象　

乳
幼
児
親
子
・
小
学
生
・

一
般
50
人
（
事
前
予
約
制
）

入
場
料　

無
料

申
込
期
限　

３
月
５
日
㈬

問
合
せ
・
申
込
み　

児
童
館

82

－

２
２
７
０

　

悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、
声

を
掛
け
、
寄
り
添
う
こ
と
で
孤

立
・
孤
独
や
自
殺
を
防
ぐ
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
（
命
の
門
番
）
に
な
り

ま
せ
ん
か
。

日
時　

２
月
13
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

場
所　

中
央
公
民
館
３
階
第
２･

第
３
会
議
室

内
容　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
に

関
す
る
講
義

講
師　

館
林
保
健
福
祉
事
務
所
保

健
第
二
係　

諸も
ろ

岡お
か

千ち

恵え

・
橘
た
ち
ば
な

摩ま

樹き

子こ　

保
健
師

募
集
人
数　

30
人

受
付
開
始　

２
月
７
日
㈮　

午
前

８
時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ　

包
括
支
援
係

82

－

６
１
３
５

　

転
倒
・
骨
折
は
要
介
護
や
寝
た

き
り
と
な
る
大
き
な
要
因
で
す
。

加
齢
に
応
じ
た
転
倒
予
防
の
生
活

ス
タ
イ
ル
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

日
時　

３
月
４
日
㈫　

午
後
２
時

30
分
〜
４
時

場
所　

中
央
公
民
館
３
階
第
１
会

議
室

内
容　

フ
レ
イ
ル
や
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
転

倒
予
防
に
関
す
る
講
話
と
運
動

講
師　

館
林
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
（
慶

友
整
形
外
科
病
院
）　

加か

藤と
う

啓け
い

祐す
け 

理
学
療
法
士

募
集
人
数　

30
人

受
付
開
始　

２
月
25
日
㈫　

午
前

８
時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ　

包
括
支
援
係

82

－

６
１
３
５

　

運
動
不
足
を
実
感
し
て
い
る
か

た
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
た
い
か

た
、
楽
し
く
運
動
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
13
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

場
所　

中
央
公
民
館
３
階
大
ホ
ー
ル

内
容　

運
動
に
つ
い
て
の
講
義
、

実
技

講
師　

梶か
じ

田た

万ま

里り

子こ　

健
康
運
動

指
導
士

募
集
人
数　

25
人

申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
推
進
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

82

－

３
７
５
７

　

認
知
症
や
依
存
症
、
統
合
失
調

症
な
ど
の
精
神
疾
患
に
関
す
る
相

談
の
ほ
か
「
対
人
関
係
が
う
ま
く

い
か
な
い
」「
何
も
や
る
気
に
な

ら
ず
、
外
出
も
ま
ま
な
ら
な
い
」

「
他
人
や
家
族
に
ひ
ど
く
暴
力
的

に
対
応
し
て
し
ま
う
」「
不
安
が

先
立
ち
、
何
も
手
に
つ
か
な
い
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
不
安
や

心
配
ご
と
に
つ
い
て
ご
本
人
だ
け

で
な
く
、
ご
家
族
だ
け
の
相
談
も

受
け
付
け
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
、
精
神
科
医
師
と
の
個

別
相
談
（
予
約
制
）
で
す
。

日
時　

３
月
13
日
㈭　

午
後
1
時

30
分
か
ら

場
所　

役
場
１
階
中
会
議
室
１

担
当　

つ
つ
じ
メ
ン
タ
ル
ホ
ス
ピ

タ
ル　

脇わ
き

園ぞ
の

知と
も

宜き　

医
師

申
込
み
・
問
合
せ　

社
会
福
祉
係

82

－

６
１
３
３

　

２
月
は
全
国
生
活
習
慣
病
予
防

月
間
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
食
生
活
の
乱

れ
や
運
動
不
足
、
喫
煙
な
ど
日
常

生
活
の
悪
習
慣
が
原
因
で
発
症
の

リ
ス
ク
が
高
ま
る
、
高
血
圧
症
や

糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
な
ど
の
病

気
の
総
称
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
動
脈
硬
化
を
進
め
、

放
っ
て
お
く
と
命
に
関
わ
る
病
気

や
さ
ま
ざ
ま
な
後
遺
症
に
つ
な
が

り
ま
す
。生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、

改
善
し
て
い
く
こ
と
で
生
活
習
慣

病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

健
康
推
進
係
（
保
健
セ

ン
タ
ー
）

82

－

３
７
５
７

　

館
林
都
市
計
画
区
域
区
分
・
用

途
地
域
・
地
区
計
画
の
変
更
（
第

９
回
定
期
見
直
し
）
に
つ
い
て
、

計
画
原
案
の
閲
覧
を
行
い
ま
す
。

○
変
更
案
の
閲
覧

期
間　

２
月
14
日
㈮
〜
２
月
28
日

㈮
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

場
所　

群
馬
県
庁
都
市
計
画
課
、

館
林
土
木
事
務
所
、
役
場
都
市
建

設
課

※
板
倉
町
に
つ
い
て
は
、
区
域
の

変
更
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
公
聴
会

日
時　

３
月
19
日
㈬　

午
前
10
時

健　
　

康

健　
　

康

健
康
の
鉄
人
教
室
⑪

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
教
室

健
康
の
鉄
人
教
室
⑫

転
ば
ぬ
先
の
転
倒
予
防
教
室

問合せ専用窓口　リネットジャパンリサイクル（株）　 ０５７０－０８５－８００（午前10時～午後５時）

家庭で不要になったパソコン・小型家電を宅配便で無料回収します。
　町では小型家電リサイクル法認定事業者であるリネットジャパンリサイクル（株）と協定を締結し、
家庭で不要になったパソコン・小型家電の宅配便による無料回収、リサイクルを進めています。利用
方法は以下のとおりです。

○パソコンを含む１箱分（３辺の合計が１４０㎝以内、重量20㎏以内）の回収料金
　が無料です。※パソコンを含まない場合は、有料です。
○古くても、故障していても、どんなパソコンでも回収します。
○パソコンと一緒にプリンタなどの周辺機器も回収可能です。

か
ら
だ
革
命　

春
の
運
動
編

悩
ま
な
い
で

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

家
族
介
護
を
語
ろ
う
会

冬
の
部

くく  

らら  

しし

都
市
計
画
の
変
更
案
の
閲
覧

お
よ
び
公
聴
会
の
開
催

４
県
境
エ
リ
ア

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

児
童
館
に

人
形
劇
を
見
に
い
こ
う

全
国
生
活
習
慣
病
予
防
月
間

【広告】 【広告】【広告】

詳しくはこちら

①申し込み

リネットジャパンへ申し込み
http://www.renet.jp

②詰める

パソコンなどを
ダンボールに詰める

③回収

宅配業者が希望日時に
自宅から回収



（13） （12）Ｒ７．２．１

　

一
般
寄
附

▼
河
上
宗
勝
（
株
式
会
社
ビ
ク
ト

リ
ー
代
表
取
締
役
）　

様

　

金
５
，０
０
０
，０
０
０
円

　

指
定
寄
附

▼
一
般
財
団
法
人
館
林
交
通
安
全

教
育
協
議
会　

様

　

金
２
５
０
，０
０
０
円

　

交
通
安
全
に
関
す
る
事
業
費
と

し
て

　

物
品
寄
附

▼
有
限
会
社
田
部
井
竹
材
商
店
様

　

門
松　

１
組

　

役
場
玄
関
前
設
置
用
と
し
て

問
合
せ　

財
政
係

82

－

６
１
２
６

　

２
月
１
日
〜
３
月
18
日
は
、
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
生
活
に
欠
か

せ
な
い
ツ
ー
ル
で
す
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
詐
欺
や

サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
る
情
報
流
出
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全

に
楽
し
く
利
用
す
る
た
め
に
、
一

人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
を
守
り
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
関
心
を
高
め
必

要
な
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

対
策

○
Ｏ
Ｓ
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ

フ
ト
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
は

常
に
最
新
の
状
態
に
す
る

○
パ
ス
ワ
ー
ド
は
長
く
複
雑
に
し

て
、
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
異
な
る
パ

ス
ワ
ー
ド
を
設
定
す
る

○
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
に
注
意

し
、
Ｉ
Ｄ
、
パ
ス
ワ
ー
ド
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
な
ど
の
個
人

情
報
を
安
易
に
入
力
し
な
い

○
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
メ
ー
ル
に
注
意

し
、
メ
ー
ル
に
添
付
さ
れ
て
い
る

フ
ァ
イ
ル
や
リ
ン
ク
を
開
か
な
い

○
多
要
素
認
証
を
導
入
す
る

○
実
名
や
住
所
、勤
務
先
名
な
ど
、

個
人
の
特
定
に
つ
な
が
る
よ
う
な

情
報
を
教
え
な
い

○
他
人
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
投
稿

は
し
な
い

○
情
報
の
真
偽
を
確
認
す
る

問
合
せ　

館
林
警
察
署
警
務
課

75

－

０
１
１
０

　

人
事
院
は
、
令
和
７
年
度
に
次

の
国
家
公
務
員
採
用
試
験
を
行
い

ま
す
。

▼
総
合
職
試
験　

院
卒
者
試
験
、

大
卒
程
度
試
験

受
付
期
間　

２
月
３
日
㈪
〜
25
日
㈫

第
一
次
試
験　

３
月
16
日
㈰

▼
一
般
職
試
験　

大
卒
程
度
試
験

受
付
期
間　

２
月
20
日
㈭
〜
３
月

24
日
㈪

第
一
次
試
験　

６
月
１
日
㈰

▼
一
般
職
試
験　

高
卒
者
試
験
、

社
会
人
試
験
（
係
員
級
）

受
付
期
間　

６
月
13
日
㈮
〜
25
日
㈬

第
一
次
試
験　

９
月
7
日
㈰

申
込
み　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
込
み

問
合
せ　

人
事
院
関
東
事
務
局

０
４
８

－

７
４
０

－

２
０
０
６

●●●●●まちの動き●●●●●
人　口 １３，４６１人（＋18）
　 うち外国人 ６７０人（＋32）
　　男 ６，７６６人（－２）
　　女 ６，６９５人（＋20）
世帯数 ５，９６８戸（＋34）
（　）内は前月比　令和７年１月１日現在

○町ホームページ
https://www.town.itakura.gunma.jp/

●●●●●今月の税金●●●●●
納税は口座振替が便利です
国民健康保険税（８期）
介護保険料（８期）
後期高齢者医療保険料（８期）
問合せ　収税係
８２－６１２９

○ 納付書のかたはコンビニ、auPAY、d払い、
LINEPay、PayPayでも納められます

※LINEPayでの支払いは、４月23日（水）で終了
　となります。

くく  

らら  

しし

スマートフォン・
パソコン用
二次元コード

携帯電話用
二次元コード

携帯電話やパソコンのメール機能を利用した防
犯・防災・緊急・町の情報配信を行っています。
登録は、町ホームページまたは、二次元コードか
ら可能です。

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

月
間

　

ヨ
シ
焼
き
は
、
ヨ
シ
に
寄
生
す
る
害
虫
の
駆
除
、
野
火
に
よ

る
周
辺
家
屋
へ
の
類
焼
防
止
、
貴
重
な
湿
地
環
境
の
保
全
な
ど

を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
風
向
き
に
よ
り
、
灰
や
煙

が
飛
散
し
、
洗
濯
物
へ
の
付
着
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
最
近
は
イ
ノ
シ
シ
の
目
撃
情
報
が
あ
り
ま
す
の
で
、

近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ヨ
シ
焼
き
前
日
の
午
後
５
時
か
ら
は
、
ゴ
ル
フ
場
を

除
く
渡
良
瀬
遊
水
地
全
域
（
上
空
も
含
む
）
が
関
係
者
以
外
立

入
禁
止
と
な
り
ま
す
。

日
時　

３
月
１
日
㈯　

午
前
８
時
30
分

範
囲　

渡
良
瀬
遊
水
地
全
域

主
催　

渡
良
瀬
遊
水
地
ヨ
シ
焼
き
連
絡
会

※
雨
天
や
強
風
、
下
草
が
湿
っ
て
い
る
場
合
は
、
予
備
日
に
順

延
に
な
り
ま
す
。

予
備
日　

３
月
２
日
㈰
・
８
日
㈯
・
９
日
㈰

※
ヨ
シ
焼
き
の
実
施
状
況
は
、（
一
財
）渡
良
瀬
遊
水
地
ア
ク
リ

メ
ー
シ
ョ
ン
振
興
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
自
動
音
声
案

内
で
確
認
で
き
ま
す
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

https://w
atarase.or.jp

○
自
動
音
声
案
内　

０
２
８
２

－

62

－

０
９
１
５

問
合
せ　

環
境
下
水
道
係　

82

－

６
１
３
２

渡
良
瀬
遊
水
地
の
ヨ
シ
焼
き

 

～

降
灰
や
イ
ノ
シ
シ
に
注
意

～

寄
附
受
納

板倉町グルメガイド掲載店募集
　商工会では、町内の飲食店を紹介する板倉町グルメ
ガイドを作成します。町内の飲食店のかたはこの機会
にぜひご参加ください。グルメガイドは公共施設や参
加店、毎戸に配布します。また、板倉町商工会のホー
ムページにも掲載します。

掲載内容　おすすめ商品、場所、営業時間など（取材
や写真撮影などを行います）
対象　板倉町内で飲食店を営んでいるかた（町外在住
のかたでも可）
募集　30店
掲載料　無料
受付期間　２月３日（月）～14日（金）
申込み　板倉町商工会ホームページから申込書をダウ
ンロードし、メール・ファクス・郵送で申し込み
問合せ　板倉町商工会
８２－０２２４

講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

板
倉
町
認
定
農
業
者
協
議
会
で
は
、講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
９
日
㈰　

午
後
２
時

場
所　

中
央
公
民
館
３
階
大
ホ
ー
ル

講
師　

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
化
学
研
究
科　

鈴す
ず

木き

宣の
ぶ

弘ひ
ろ　

特
任
教
授

テ
ー
マ　

こ
れ
か
ら
の
農
業
が
進
む
べ
き
道

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

板
倉
町
認
定
農
業
者
協
議
会
事
務
局
（
農
業
振
興
係
）

82

－

６
１
３
７

　

野
木
町
（
栃
木
県
）

　

野
木
町
煉
瓦
窯
で
明
治
の
薫
り
を

　

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
等

に
よ
る
解
説
付
き
の
見
学
ツ

ア
ー
。
団
体
の
場
合
は
、
１
か
月
前
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
野
木

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
野
木

ホ
フ
マ
ン
館
の
開
館
日
の
み
）

費
用　

高
校
生
以
上
１
人
１
０
０
円

（
15
人
以
上
の
団
体
の
場
合
１
人
80
円
）、

中
学
生
以
下
無
料

問
合
せ　

野
木
ホ
フ
マ
ン
館

０
２
８
０

－

33

－

６
６
６
７

　

栃
木
市
（
栃
木
県
）

　

没
後
80
年　

清
水
登
之

　

栃
木
市
の
生
ん
だ
洋
画
家
、
清
水
登

之
（
し
み
ず 

と
し
）
の
没
後
80
年
に

あ
た
っ
て
、
20
世
紀
前
半
の
日
本
、
ア

メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
を
舞

台
に
活
躍
し
た
画
家
の
生
涯
と
画
業
を

約
60
点
の
作
品
に
よ
り
回
顧
し
ま
す
。

期
間　

１
月
11
日
㈯
〜
３
月
20
日
㈭　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
５
時
（
入
館
は
午

後
４
時
30
分
ま
で
）

観
覧
料　

一
般
８
０

０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

場
所
・
問
合
せ　

栃
木
市
立
美
術
館

０
２
８
２

－

25

－

５
３
０
０

　

小
山
市
（
栃
木
県
）

　

認
知
症
を
知
る
講
演
会

　

認
知
症
で
そ
の
人
ら
し
さ
は
失
わ
れ

て
し
ま
う
の
か
〜
脳
科
学
で
わ
か
る
、

ご
本
人
の
思
い
と
接
し
方
〜

講
師　

恩
蔵 

絢
子（
お
ん
ぞ
う 

あ
や
こ
）氏

日
時　

３
月
９
日
㈰
午
後
２
時
〜
４
時

場
所 

小
山
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー 

大

ホ
ー
ル

申
込 

電
話
、
窓
口
、
専

用
フ
ォ
ー
ム
、
フ
ァ
ク
ス

定
員 

5
0
0
人
程
度 

料
金 

無
料

申
込
期
限 

2
月
28
日
㈮

問
合
せ　

小
山
市
高
齢
生
き
が
い
課

０
２
８
５

－

22

－

９
８
５
３

℻  
０
２
８
５

－

22

－

９
５
４
３

　

加
須
市
（
埼
玉
県
）

　

三
県
境
フ
ェ
ア

　

三
歩
で
回
れ
る
平
地
の
三
県
境
は
こ

こ
だ
け
。
当
日
は
、
栃
木
市
、
板
倉
町
、

加
須
市
の
特
産
品
な

ど
の
販
売
や
、
三
県

境
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
、

ご
当
地
キ
ャ
ラ
の
登

場
な
ど
で
盛
り
上
が

り
ま
す
。
詳
細
は
加

須
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
１
日
㈯ 

午
前

10
時
〜
午
後
２
時

場
所　

道
の
駅
か
ぞ
わ
た
ら
せ

問
合
せ　

北
川
辺
総
合
支
所
地
域
振
興
課

０
２
８
０

－

61

－

１
２
０
５

　

古
河
市
（
茨
城
県
）

　

古
河
ま
く
ら
が
の
里
・
花
桃
ウ
オ
ー
ク

日
時　

３
月
22
日
㈯　

午
前
７
時
30
分

費
用　

板
倉
町
在
住
の
か
た
１
，０
０

０
円　

※
中
学
生
以
下
、
障

害
者
手
帳
所
持
者
は
無
料
。

コ
ー
ス　

①
21
㎞
（
古
河
七

福
神
・
名
所
コ
ー
ス
） 

②
10
㎞
（
歴

史
・
美
術
館
コ
ー
ス
）

申
込　

２
月
19
日
㈬
ま
で
に
エ
イ
ブ
ル

ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
、
イ
ー
エ
ス

は
な
も
も
体
育
館
、
ゴ
ヨ
ー
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
い
ず
れ
か
の
窓
口
、

郵
便
振
替
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
申
込

問
合
せ　

古
河
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
２
８
０

－

22

－

５
１
１
１

関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報

申込みはこちら



各教室へ参加を希望されるかたは、各施設まで電話でお申し込みください。
各教室とも受付は先着順で、定員になり次第締切りとなります。

（15） （14）Ｒ７．２．１

◆受付開始時間　午前８時30分

使
い
、
み
そ
マ
ヨ
き
の
こ
パ
ン
を

作
り
ま
す
。　

対
象　

成
人
８
人
（
町
内
在
住
・

在
勤
者
）

参
加
費　

１
，０
０
０
円

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

持
ち
帰
り
容
器

受
付
期
間　

２
月
13
日
㈭
〜
20
日
㈭

期
日　

３
月
２
日
㈰
・
９
日
㈰
・

16
日
㈰　

全
３
回

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

内
容　

バ
ン
ド
を
組
ん
で
み
た
い

経
験
者
お
よ
び
初
心
者
向
け
に
、

板
倉
町
出
身
の
楽
器
演
奏
の
プ
ロ

が
ギ
タ
ー
、
ベ
ー
ス
、
ド
ラ
ム
、

ボ
ー
カ
ル
な
ど
バ
ン
ド
演
奏
の
基

本
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
教
え
ま
す
。

対
象　

10
人
（
中
高
生
歓
迎
）

参
加
費　

無
料

持
参
品　

ギ
タ
ー
・
ベ
ー
ス
ほ
か

受
付
期
間　

２
月
12
日
㈬
〜
26
日
㈬

期
間　

２
月
１
日
㈯
〜
28
日
㈮

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

内
容　

北
保
育
園
児
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

場
所　

中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

日
時　

２
月
16
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
演

場
所　

南
部
公
民
館
２
階
講
堂

講
師　

宮み
や

田た　

毅
つ
よ
し　

氏　

演
題
「
縄
文
時
代
は
海
だ
っ
た
！

〜
や
が
て
コ
メ
づ
く
り
の
ム
ラ
が

で
き
た
〜
」

入
場
料　

無
料
（
定
員
１
０
０
人
）

申
込
開
始　

２
月
８
日
㈯

※
定
員
に
達
し
次
第
締
切
り

申
込
先　

南
部
公
民
館

期
間　

２
月
21
日
㈮
〜
24
日
㈪

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

内
容　

観
光
サ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ

が
厳
選
し
た
渡
良
瀬
遊
水
地
の
貴

重
な
野
鳥
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

入
場
料　

無
料

期
間　

２
月
28
日
㈮
〜
３
月
９
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

内
容　

葦あ
し

の
会
会
員
の
皆
さ
ん
が

描
い
た
感
性
豊
か
な
油
彩
画
を
展

示
し
ま
す
。

入
場
料　

無
料

　

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
か
た
、
町
の
芸
術
文

化
に
功
労
の
あ
っ
た
か
た

▼
文
化
功
績
者
表
彰

角か
く

田た

叶か
な

花は

さ
ん
（
語
学
）

小こ

暮ぐ
れ

珠た
ま

貴き

さ
ん
（
音
楽
）

石い
し

川か
わ

朋も

花か

さ
ん
（
音
楽
）

森も
り

崎さ
き

冬と
う

馬ま

さ
ん
（
美
術
）

▼
文
化
功
労
者
表
彰

金か
な

﨑さ
き

千ち

代よ

子こ

さ
ん
（
板
倉
町
民
謡
会
）

小こ

林
ば
や
し

洋よ
う

子こ

さ
ん  （
墨
風
会
）

染そ
め

宮み
や

カ
ツ
江え

さ
ん
（
板
倉
絵
手
紙

の
会
）

　

関
東
大
会
や
全
国
大
会
な
ど
に

出
場
し
成
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
個

人
な
ど
を
表
彰
し
ま
す
。

○
小
・
中
学
生
（
敬
称
略
）

▼
学
童
野
球

・
板
倉
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

根ね

津づ

一い
ち

叶と

・
樽た

る

味み

幸こ
う

希き

・
島し

ま

田だ

龍
り
ゅ
う

之の

介す
け

・
町ま

ち

田だ

心し
ん

・
柏

か
し
わ

崎ざ
き

貫か
ん

太た

・
長は

谷せ

川が
わ

遼り
ょ
う・

延の
べ

山や
ま

蒼そ
う

典す
け

・
葭よ

し

葉ば

湊み
な
と・

根ね

岸ぎ
し

優ゆ
う

輔す
け･

江え

森も
り

翔
し
ょ
う

大た･

小こ

池い
け

悠ゆ
う

介す
け

・
染そ

め

宮み
や

大や
ま

和と

・
小お

川が
わ

蒼そ
う

太た

・
石い

し

川か
わ

大だ
い

地ち

・
延の

べ

山や
ま

瑞み
ず

季き

・
落お

ち

合あ
い

晴は
る

・

福ふ
く

田だ

奨
し
ょ
う

眞ま･

松ま
つ

村む
ら

惣そ
う

汰た･

内う
ち

海う
み

絢あ
や

太た

・
海え

老び

沼ぬ
ま

真し
ん

羽ぱ

・
山や

ま

岸ぎ
し

恵け
い

大た

・

知と
も

久ひ
さ

想そ
う

平へ
い

・
石い

し

川か
わ

慶け
い

▼
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

・
板
倉
ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
グ

坂さ
か

田た

芹せ
り

那な

・
多た

田だ

築き
づ
く・
荻お
ぎ

野の

結ゆ
う

友と

・
宮み

や

田た

蒼そ
う

梧ご

・
吉よ

し

原は
ら

咲さ
き

羽は

・
前ま

え

野の

和わ

久く

・
多た

田だ

茅ち

穂ほ

琉る

▼
陸
上
競
技

中な
か

嶋じ
ま

凰お
う

志し

・
中な

か

嶋じ
ま

龍り
ゅ
う

護ご

・
根ね

岸ぎ
し

彪た
け

流る

・
小お

久く

貫ぬ
き

天た
か

遥は
る

（
板
倉
中
）

▼
空
手

・
Ｂ
Ｒ
Ｙ
―
α
Ⅲ

山や
ま

本も
と

志し

弦づ
る･

尾お

島じ
ま

聖き
よ

士と･

山や
ま

本も
と

羽は

矢や

太た

▼
剣
道

菅す
が

井い

大た
い

誠せ
い

（
板
倉
中
）

▼
弓
道

小こ

林ば
や
し

由ゆ

依い

（
板
倉
中
）

▼
少
林
寺
拳
法

石い
し

川か
わ

琳り

彩さ

（
少
林
寺
拳
法
群
馬

多
々
良
道
院
）

〇
高
校
生
及
び
一
般
（
敬
称
略
）

▼
水
泳

榊さ
か
き

原ば
ら

渉あ
ゆ

生み

（
関
東
学
園
高
校
）

▼
フ
ッ
ト
サ
ル

押お
し

江え

昊こ
う

己き

（
不
動
岡
高
校
）

▼
陸
上
競
技

野の

村む
ら

健け
ん

太た

（
小
山
西
高
校
）

▼
サ
ッ
カ
ー

櫻さ
く
ら

井い

雅ま
さ

之ゆ
き

・
大お

お

塚つ
か

壮た
け

洋ひ
ろ

・
伊い

藤と
う

正ま
さ

敏と
し

（
館
林
シ
ニ
ア
４
０
Ｓ
Ｃ
）

▼
弓
道

横よ
こ

山や
ま

忠た
だ

夫お

・
鈴す

ず

木き

由ゆ

起き

彦ひ
こ

（
板
倉

町
求
道
会
）

▼
た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会

期
日　

２
月
22
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

内
容　

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞

か
せ
と
簡
単
な
工
作
を
し
ま
す
。

対
象　

幼
児
・
小
学
校
低
学
年
の

児
童
と
保
護
者

受
付
期
間　

２
月
12
日
㈬
〜
21
日
㈮

期
日　

３
月
11
日
㈫

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　

季
節
の
花
の
寄
せ
植
え
を

し
ま
す
。

対
象　

成
人
10
人

参
加
費　

２
，０
０
０
円
（
植
木

鉢
を
持
参
で
き
な
い
場
合
は
別
途

鉢
代
５
０
０
円
程
度
追
加
）

持
参
品　

園
芸
用
手
袋
・
植
木
鉢

（
直
径
25
〜
30
㎝
浅
型
）

受
付
期
間　

２
月
12
日
㈬
〜
３
月

４
日
㈫

期
日　

３
月
12
日
㈬

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

内
容　

足
形
か
ら
身
体
の
ク
セ
を

解
き
明
か
し
ま
す
。

対
象　

成
人
男
性
10
人

参
加
費　

無
料

持
参
品　

飲
み
物
・
運
動
靴

受
付
期
間　

２
月
12
日
㈬
〜
３
月

５
日
㈬

期
日　

２
月
20
日
㈭
・
27
日
㈭

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

内
容　

家
庭
で
作
れ
る
簡
単
な
う

ど
ん
の
打
ち
方
を
学
び
ま
す
。

対
象　

成
人
10
人

参
加
費　

各
回
５
０
０
円
程
度

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

持
ち
帰
り
容
器

受
付
期
間　

２
月
12
日
㈬
〜
16
日
㈰

期
日　

３
月
９
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

内
容　

テ
ィ
ラ
ミ
ス
と
ス
ノ
ー

ボ
ー
ル
ク
ッ
キ
ー
を
作
り
ま
す
。

対
象　

成
人
８
人
（
町
内
在
住
者
）

参
加
費　

１
，０
０
０
円
程
度

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

持
ち
帰
り
容
器

受
付
期
間　

２
月
14
日
㈮
〜
21
日
㈮

▼
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト

期
日　

３
月
15
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞

か
せ
と
簡
単
な
工
作
を
し
ま
す
。

対
象　

幼
児
・
小
学
校
低
学
年
の

児
童
と
保
護
者
10
組

受
付
期
間　

２
月
15
日
㈯
〜
３
月

14
日
㈮

期
日　

２
月
26
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

内
容　

絵
手
紙
で
春
の
草
木
を
描

き
ま
す
。

対
象　

成
人
８
人

参
加
費　

３
０
０
円

受
付
期
間　

２
月
12
日
㈬
〜
22
日
㈯

期
日　

３
月
１
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

内
容　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本

的
な
知
識
と
操
作
方
法
を
実
際
に

使
い
な
が
ら
学
び
ま
す
。

対
象　

成
人
12
人

参
加
費　

無
料

持
参
品　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
筆

記
用
具

受
付
期
間　

２
月
13
日
㈭
〜
25
日
㈫

期
日　

２
月
22
日
㈯
・
３
月
９
日
㈰

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

内
容　

子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
親

子
で
楽
し
む
お
菓
子
作
り
教
室

対
象　

小
学
生
の
親
子
８
組

参
加
費　

各
回
７
０
０
円

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

持
ち
帰
り
容
器

受
付
期
間　

２
月
12
日
㈬
〜
18
日
㈫

期
日　

２
月
27
日
㈭　

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

内
容　

冬
に
お
い
し
い
き
の
こ
を

受
講
生
募
集

中
央
公
民
館

春
の
寄
せ
植
え
教
室

東
部
公
民
館

簡
単
手
軽
な
う
ど
ん
作
り
教
室

中
央
公
民
館

足
か
ら
考
え
る
ボ
デ
ィ
ケ
ア

東
部
公
民
館

絵
本
読
み
聞
か
せ

イ
ベ
ン
ト

東
部
公
民
館

お
菓
子
作
り
教
室

中
央
公
民
館

絵
本
読
み
聞
か
せ

南
部
公
民
館

郷
土
を
知
る
講
演
会

南
部
公
民
館

絵
手
紙
教
室

南
部
公
民
館

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
入
門
教
室

中
央
公
民
館

北
保
育
園
児
作
品
展

お
し
ら
せ

㈯

㈬

北
部
公
民
館

親
子
で
楽
し
む
お
菓
子
作
り
教
室

北
部
公
民
館

バ
ン
ド
レ
ッ
ス
ン

わ
た
ら
せ
自
然
館

渡
良
瀬
遊
水
地
野
鳥
写
真
展

北
部
公
民
館

初
め
て
の
パ
ン
作
り(

冬)

教
室

板倉学講座

わ
た
ら
せ
自
然
館

葦
の
会
絵
画
展

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

文
化
功
績
者･

文
化
功
労
者
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
！

体
育
功
績
者
表
彰
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トピックス
TOPICS

子第56回板倉町子ども会上毛かるた大会第56回板倉町子ども会上毛かるた大会

どもたちの熱き戦い
　１月５日（日）、板倉中学校体育館で第56回板倉町子ども
会上毛かるた大会が開催され、団体戦54チーム、個人戦33
人、約２００人が参加しました。結果は次のとおりです。

県板倉中学校サッカー部板倉中学校サッカー部

大会準優勝を報告
　12月16日（月）、第55回群馬県中学校新人サッカー大会で
準優勝した板倉中学校サッカー部が表敬訪問のため来庁さ
れました。準決勝・決勝と１日で行われるハードなスケ
ジュールのなか、11人で最後まで戦い抜きました。今後も
さらなる活躍を期待しています。

響文化協会芸術鑑賞会文化協会芸術鑑賞会

き渡る旋律
　１月18日（土）、中央公民館で文化協会主催の芸術鑑賞会
が開催されました。陸上自衛隊第12音楽隊が出演し、イー
グル・アンド・ソードやシング・シング・シングなど９曲
を演奏しました。満員の会場は手拍子や熱い拍手に包まれ
ました。

　１月12日（日）、中央公民館で令和６年度二十
歳のつどいが開催され、新たな門出を祝いま
した。
　式典には、色鮮やかな着物やスーツを身に
まとった89人のかたが出席しました。第２部
では、中学校時代の恩師が登場し、当時の思
い出や参加者のこれからの人生にエールを送
りました。
　参加した皆さんは、友人や恩師との久しぶ
りの再会に笑顔があふれていました。

新令和６年度 二十歳のつどい令和６年度 二十歳のつどい

たな門出を祝う

個人戦 成績 氏名 行政区 団体戦 成績 子ども会 行政区

小学校

低学年

優勝 藪
やぶ

之
の

本
もと

真
ま

里
り

亜
あ

４区

小学校

低学年

優勝 わかばＫ ７区

準優勝 藪
やぶ

之
の

本
もと

華
か

鈴
りん

４区 準優勝 もみくらＣ ３区

３位
打
うつ

木
ぎ

あさひ ３区
３位

かやの木Ｈ 12区

石
いし

黒
ぐろ

莉
り

那
な

15区 さくらがおかＦ １区

小学校

高学年

優勝 小
こ

薬
ぐすり

咲
さ

桜
お

里
り

15区

小学校

高学年

優勝 わかばＥ ７区

準優勝 小
お

川
がわ

蒼
そう

太
た

13区 準優勝 わかばＡ ７区

３位
虎
とら

口
ぐち

安
あん

寿
じゅ

14区
３位

わかばＤ ７区

星
ほし

光
ひか

里
り

10区 ふれあいＡ 15区

中学生

優勝 藪
やぶ

之
の

本
もと

優
ゆう

奈
な

４区

準優勝 藪
やぶ

之
の

本
もと

健
けん

太
た

郎
ろう

４区

３位
二
に

ノ
の

宮
みや

柚
ゆず

咲
き

13区

木
き

村
むら

佑
ゆ

月
づき

13区



（19） （18）Ｒ７．２．１

ますだ　まさき
岩田在住

休みの日は家族で外食に行く
のが楽しみで、おすしのエビ
が大好物だそうです。

太鼓との出会い

　館林市に生まれ、お父様がお祭り好き
だったこともあり、幼い頃からお母様と
おみこしを見に行っていたそうです。小
学４年生から子ども会でおはやしを始め
ましたが、中学生になってからは部活動
に集中していました。そして高校生の時
に増田さん自身もおみこしを担ぐように
なりました。20代半ばで館林市の公民館
で開催された太鼓教室に参加し、その後
太鼓サークルの達和会に入りました。

太鼓の魅力

　多くの楽器には譜面があるのですが、
太鼓には譜面がありません。口

く

伝
でん

といっ
て「ドンドコドコドコ」のように口で曲
を伝えていきます。譜面が読めない人で
もできるところが魅力の一つだと言いま
す。また、達和会では１人で演奏するこ
とはほとんどなく複数人での演奏となり、
チームワークの大切さを感じるそうです。

さらに各地のお祭りや芸能発表会などの
イベントに毎年出演し、そこで出会った
人たちに再会できることを楽しみにして
いるとのことです。コロナ禍では活動す
る機会が減っていたそうですが、改めて
お祭りができることは幸せなことだと感
じていると語っていました。

今後の目標

　最近、しの笛を始めたそうです。最初
はなかなか音を出すことができなかった
そうですが、練習を積み重ねていくなか
で、何とか音が出せるようになったそう
です。「太鼓も、しの笛も奥が深く、ま
だまだなのでこれからも精進していく」
と力強く語ってくれました。
　最後に、家族で酒屋を営む増田さんが
「長く活動ができたのも家族の協力が
あったからこそ」と、家族への感謝も忘
れません。これからも長く太鼓を頑張っ
ていきたいという増田さんの活躍に期待
したいと思います。

増田　雅紀さん

レポーター
広報編集委員

小
こ

島
じま

重
しげ

雄
お

和
太
鼓
の
演
奏
者

譜
面
が
読
め
な
い
人
で
も

で
き
る
の
が
太
鼓
の
魅
力

相談は消費生活センターまで　 ８２－７８３０（ナヤミナシ）
問合せ　太田年金事務所 ４９－３７１６

検針票は見せないで！
電気の契約切り替えトラブル

【事例】

　契約中の大手電力会社の代理店
を名乗る人が突然訪問し「電気代
が安くなる。電気の検針票を見せ
てほしい」と言われ、理解しない
まま申込書に署名し供給地点特定
番号を書いてしまった。書面はな
く、内容がよく分からないので解
約したい。どう対応したらよいか。
（当事者：70歳代　男性）

【ひとこと助言】

　電気の契約を切り替えると電気
代が安くなると勧誘されても、料
金プランや算定方法などをしっか

り説明してもらい、自分に合って
いるかよく検討することが大切で
す。周りの人に相談するのもよい
でしょう。
　大手電力会社などを名乗るケー
スがみられます。実際の契約先は
どこになるのか、事業者名や連絡
先をよく確認しましょう。
　電力会社などは、検針票に記載
されている顧客番号や供給地点特
定番号などにより契約を行ってい
ます。記載情報を元に勝手に契約
を切り替えられるケースもあるた
め、安易に教えないようにしま
しょう。
　クーリング・オフができる場合
もあります。困ったときは、消費
生活センターにご相談ください。

　前納・早割を利用すると、国民年金保険
料が割引されます。前納には６か月前納、
１年前納、２年前納があり、口座振替・現
金・クレジットカード納付が可能です。納
付方法により割引額が変わります。口座振
替２年前納で１６，０００円程度の割引と
なります。前納をお申し込みいただいた場
合、前納分の振替の際に、初回振替日の属
する月の前月分をまとめて振替します。前
納による納付期間中に、会社などへ勤務し、
厚生年金保険に加入された場合は、未経過
期間の国民年金保険料は還付されます。
　また、国民年金保険料の納付期限は翌月
末ですが、当月末に口座振替する方法のこ
とを早割といいます。早割は月60円割引さ
れます。
　オンラインでの申込みは、マイナポータ
ルのねんきんネットから、郵送、窓口での
申し込みは、お近くの年金事務所や役場で
手続きが可能です。

○年金加入者ダイヤル
　０５７０－００３－００４

前納・早割がお得！
国民年金保険料

●●●●●●●●●●●●●●休日当番医●●●●●●●●●●●●●●
期 日 内 科 系 外 科 系 耳 鼻 科

２月２日㈰ 大泉町泌尿器科内科
６３－７８００

長谷川クリニック
８０－３３１１

小曽根整形外科
７２－７７０７

川田耳鼻咽喉科医院
７２－３３１４

２月９日㈰ みづほクリニック
２０－１１２２

うえの医院
７２－３３３０

澤田皮膚外科
７０－７７０３ －

２月11日㈫ ましも内科・胃腸科
６２－２０２５

ハートクリニック
７１－８８１０

こやなぎ小児科※
８０－２２２０

堀井乳腺外科クリニック
５５－２１００ －

２月16日㈰ かさはら内科医院
５５－２５３７

堀越医院
７３－４１５１

富士クリニック ペインクリニック
２０－１９７１

川村耳鼻咽喉科医院
７２－１３３７

２月23日㈰ 湯沢医院
６２－２２０９

ごが内科楡クリニック
７３－７５８７

多々良診療所
７２－３０６０

しんじょう整形外科クリニック
５５－３６２３ －

２月24日㈪ 新井内科クリニック
２０－１２２０

森下内科医院
７３－７７７６

小児科おぎわらクリニック※
６１－１１３３

川島脳神経外科医院
７５－５５１１ －

３月２日㈰ いたくら内科クリニック
７０－４０８０

阿部医院
６２－５４２８

岡田整形外科クリニック
７２－３１６３

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

歯 科 ◆緊急　公立館林厚生病院（内科系・外科系）　 ７２－３１４０
◆コロナに関すること　館林保健福祉事務所 ７２－３２３０（平日午前８時30分～午後５時15分）
　 群馬県新型コロナウイルス感染症受診相談センター　 ０５７０－０７０－５６７（館林保健福祉事務所
の受付時間外）

◆夜間　館林市夜間急病診療所（内科・小児科）午後７時～10時（日・祝、年末年始除く）
　 ７３－２３１３（要受診前電話連絡）

館林邑楽歯科保健医療センター
７３－８８１８
午前９時～正午

●診療時間は、午前９時～午後５時（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）　●内科系の※は、小児科のみとなります。



スケジュール
板倉町役場　　　　８２－１１１１
保健センター　　　８２－３７５７
海洋センター　　　８２－０８５８
福祉センター　　　８２－３９００
児童館　　　　　　８２－２２７０
環境下水道係　　　８２－６１３２
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今月の表紙は「町制施行７０周年を祝ういたくらん」です。

2025 年
2 月

号  №
847

2

　　可燃ごみ収集日(生ごみを含む)　　　資源ごみ収集日(古紙類・小型家電・容器包装プラスチック・ペットボトル・プラスチック)
　　かん・びん・危険物収集日

定
　

例
　

相
　

談

●
人
権
相
談

　

２
月
12
日　

午
前
10
時
〜
正
午

　

場
所　

東
部
公
民
館

●
行
政
相
談

　

２
月
19
日　

午
後
２
時
〜
４
時

　

場
所　

役
場
１
階
相
談
室
２

●
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　

２
月
12
日　

午
後
１
時
〜
４
時

　

場
所　

役
場
１
階
相
談
室
３

　

問
合
せ　

戸
籍
年
金
係

　

82
ー
６
１
３
１

●
農
地
相
談
（
要
予
約
）

　

２
月
25
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　

問
合
せ　

農
業
委
員
会

　

82
ー
６
１
３
７

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
何
で
も
相
談

　

毎
週
月
〜
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

場
所　

社
会
福
祉
協
議
会

　

82
ー
３
９
０
０

●
子
ど
も
の
相
談
（
要
予
約
）

　

ぱ
お
ぱ
お

　

２
月
20
日　
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
成
長

●
健
康
相
談
（
要
予
約
）

　

毎
週
月
〜
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

82
ー
３
７
５
７

●
ス
ト
レ
ス
・
こ
こ
ろ
の
相
談（
要
予
約
）

　

２
月
６
日
・
３
月
６
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
ふ
れ
あ
い
相
談
会
（
要
予
約
）

　

２
月
５
日

　

午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

　

問
合
せ　

館
林
保
健
福
祉
事
務
所

　

保
健
第
二
係

　

72
ー
３
２
３
０

●
出
張
あ
ん
し
ん
介
護
相
談
会

　

２
月
13
日

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

場
所　

南
部
公
民
館

　

問
合
せ　

包
括
支
援
係

　

82
ー
６
１
３
５

●
く
ら
し
の
相
談
窓
口

　

各
公
民
館

　

休
館
日
を
除
く
毎
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
１ 　

県民交通安全日（毎月１日）
防災ラジオ定期放送

２ ３ 　 ４ 　 ５ 　 ６ 　 ７ 　 ８ 　

第26回スポーツ少年団
　レクリエーション大会

こあら学級（保健センター）
えいごであそぼう（児童館） ふれあい相談会（館保）

水道料金口座振替日
(３区～９区、１０区の一部)
窓口延長（午後７時15分まで）

ストレス・こころの相談
（館保）

おたのしみ広場（児童館）

チャレンジ広場
（児童館）

９ 10 　 11 建国記念の日 12 　 13 　 14 　 15 　

人権相談（東部公民館）
法律相談（役場）
えいごであそぼう（児童館）
窓口延長（午後７時15分まで）

介護相談会
（南部公民館）

おはなし会（児童館）

５歳児健診
（保健センター）

０歳児童館（児童館）

自転車マナーアップデー
（毎月15日）

16 17 　 18 19 　 20 　 21 　 22 　

県民防犯の日（毎月16日）

えいごであそぼう（児童館）
行政相談（役場）
乳児健診（保健センター）
１歳児相談（保健センター）
窓口延長（午後７時15分まで）

ぱおぱお（保健センター）
おはなし会（児童館）

１・２歳児童館（児童館）

23 天皇誕生日 24 振替休日 25 　 26 　 27 　 28 　 ３/１ 　

農地相談（役場）
高齢者交通安全日

（毎月25日）
３歳児健診

（保健センター）
えいごであそぼう（児童館）
窓口延長（午後７時15分まで）

ハピマタ講座
（保健センター）

子育て講習会（児童館）

赤ちゃんレストラン
（保健センター）

国民健康保険税
　（普通徴収）８期
介護保険料（普通徴収）８期
後期高齢者医療保険料
　（普通徴収）８期

県民交通安全日（毎月１日）
防災ラジオ定期放送

２ ３ ４ 　 ５ 　 ６ 　 ７ 　 ８ 　

水道料金口座振替日
　(１区、２区、10区の一部、

11区～15区)
窓口延長（午後７時15分まで）

ストレス・こころの相談
（館保）

おはなし会（児童館）

【定休日および休館日のお知らせ】
 各公民館　　　　月曜日および祝日
 海洋センター　　月曜日および祝日
 わたらせ自然館　月・火曜日および祝日の翌日（祝日・振替休日の場合開館し、水曜日休館）
 文化財資料館　　月曜日(祝日・振替休日の場合開館し、火曜日休館）
 児童館　　　　　日曜日および祝日
 福祉センター　　土・日曜日および祝日
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